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論文内容要旨 
 
Chemical-shift magnetic resonance performed after chemoembolization 
of hepatocellular carcinoma: signal evaluation of oil-based contrast 
agent. 
(肝細胞癌 chemoembolization 後の化学シフト画像 MRI－油性造影剤の信
号評価－)  
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目的：抗癌剤混入 Lipiodol（油性造影剤）を併用した transcatheter 
arterial chemoembolization （Lp-TACE）後に hepatocellular carcinoma
（HCC）に集積した Lipiodol の信号を化学シフト MRI で評価できるかど
うかを検討した。 
方法：2000 年 4 月～2012 年 3 月に Lp-TACE が行われた HCC 患者の内、腹
部の MRI化学シフト画像と単純 CTがほぼ同時期(24時間以内)に撮像され
ている 25症例（45 腫瘍）を対象とした。CTでは Lipiodol の集積部分に、
MRIでは Double echo fast low-angle shot（FLASH）の自動減算処理され
た画像における高信号を含む腫瘍部分に各々ROI 設定し、CT 値と信号強度
を測定した。 
結果：25 症例 45 結節の CT 値は 139～3062 HU（平均 710HU)、MRI の信号
強度は 0～212（平均 43.5）であった。両者は正の強い相関関係（r=0.862, 
P<0.0001）を示した。腫瘍径で比較した場合、2cm以上の腫瘍で強い相関
関係（≧2cm;r=0.943, P<0.0001  <2cm;r=0.543, P<0.042）を示し、Lp-TACE
後の時期で比較した場合、術後１週間以上の腫瘍で強い相関関係（≧１週
間;r=0.940,P<0.0001 <1週間;r=0.57, P=0.0001）を示した。 
考察：2cm 未満の腫瘍は若干弱い（中等度）相関関係であったが、これは
部分容積効果や、早期肝細胞癌（特に 1cm前後の肝癌）は高分化なことが
多くしばしば脂肪化を伴い、門脈域の成分が残存することが信号強度に影
響を与えたのではないかと考えた。同様に Lp-TACE後 1 週間未満の相関関
係は中等度であったが、術直後の腫瘍内出血や凝固壊死が複雑に信号に影
響を与えているものと考えた。今回の検討では MRI 検査と CT 検査におい
て最大 24時間の時間差があり、この間に Lipiodol自体が washout された
可能性もある。 
結論：総じて MRI の化学シフト画像は、HCC への Lipiodol の集積を描出
できると考えられ、Lp-TACE の治療効果を CT でなく MRI により評価でき
る可能性が示唆された。 
